
(詳しくは、さらにお問い合わせください。）

■ 給与■ 就業時間 ■ 給与

国家公務員の給与表に準じた給与体系

初任給

大学4年卒の場合(本給） 174,000

■ 就業時間

8:30～17：15
■ 休日

原則として土曜、日曜、祝日、年末年始 (
高専新卒の場合(本給） 155,300

■ 諸手当

扶養手当、通勤手当、住居手当、調整手当 等

■ 昇給

原則として 曜、日曜、祝日、年末年始

交代シフトを行うこともある。

■ 有給休暇

２０日（但し、初年度は在籍期間に応じた所定の日数)
■ 昇給

年１回(１月)
■賞与

年２回

残り日数は２０日を限度として翌年に繰り越し可能

■特別休暇

リフレッシュ休暇（３日）、結婚休暇（５日）、忌引休暇

産前産後休暇 等 (６月および１２月 合計4.15ケ月分 平成２２年度実績）

■ 社会保険等

文部科学省共済組合および労働保険（雇用、労災）に加入

■ 福利厚生

産前産後休暇 等

■ 福利厚生

宿舎、人間ドッグ助成、宿泊施設利用 等

交通のご案内

つくばキャンパス

❶ つくばエキスプレス(TX)「つくば駅」下車❶ つくばエキスプレス(TX)「つくば駅」下車
（所要時間：秋葉原駅より快速で45 分）

❷ つくば駅隣接のつくばセンター
「つくばテクノパーク大穂」行き（18,C8,C8A）、
「下妻」行き（71）にて 「高エネルギー加速器研究機構」下車「下妻」行き（71）にて、「高エネルギー加速器研究機構」下車
（所要時間：約20 分）
東海キャンパス

❶ JR常磐線 上野駅～東海駅 約90分（特急）
❷ JR常磐線 いわき駅 東海駅 約60分（特急）❷ JR常磐線 いわき駅～東海駅 約60分（特急）

JR東海駅東口から
朝4便、夕5便、出退勤用のバスが運行されます。

（約３ｋｍ 約10分)

つくば・東海キャンパス間には業務連絡バス（4往復/日）が

運行されています。

問い合わせ先 ：
大学共同利用機関法人
高 ネ ギ 加速器研究機構 h // k k j

2010.6

高エネルギー加速器研究機構 http//www.kek.jp
共通基盤研究施設・超伝導低温工学センター 寺島昭男
TEL : 029-864—5766 E-mail:akio.terashima@kek.jp

共通基盤研究施設共通基盤研究施設
Applied Research Laboratory

世界最高レベルの研究を支える先進超伝導 極低温技術世界最高レベルの研究を支える先進超伝導・極低温技術

に取り組む

超伝導低温 学センタ超伝導低温工学センター

KEK 東海キャンパス Ｊ-ＰＡＲＣ ニュートリノ超伝導ビームライン

技術職員募集案内

年 月 採用予定2011年 4月 採用予定



超伝導低温工学

◆ 超伝導低温工学センターの役割 ◆

超伝導低温 学
Cryogenics Scie

◆ 超伝導低温 学センタ の役割 ◆

機構全体の共通的基盤となる技術の開発・研究支援を任務とする共通基盤研究施設に属し、
つくばキャンパスと東海キャンパスで教員１１名、技術職員５名、研究支援員３名が協力しな
がら、機構の推進する科学研究活動を円滑に遂行するための研究支援を提供しています。がら、機構の推進する科学研究活動を円滑に遂行するための研究支援を提供しています。

◆ 先端超伝導極低温技術開発・国際協力

表紙にあるJ-PARCニュートリノビームラインは、これまで当機構に蓄積された超伝導技術を基に超伝導

低温工学センターと機械工学センターの共同で加速器としては世界で初めての複合磁場型超伝導磁石
を技術開発を行いました。この技術が製造メーカに供与され、超伝導磁石で構成されたビームラインシス
テムが建設されました。このシステムは順調に稼働し、J-PARCのニュートリノ実験に貢献しています。
また スイスのジュネーブにある欧州合同原子核研究所における世界最大の超伝導加速器 ラージハまた、スイスのジュネーブにある欧州合同原子核研究所における世界最大の超伝導加速器、ラージハ

ドロンコライダー（ＬＨC)のための超伝導磁石の開発を担い、国際的にも最前線の加速器・物理実験に最

先端の技術で貢献しています。ますます大切になる国際的ネットワーク・交流のなかで技術を磨き、活躍
してください。このような技術開発のため、構造解析プログラム（ANSYS)や磁場解析プログラム
（OPERA-3D)に代表される開発ツールも職場に整備されています。

◆ ◆ ◆ 応募を希望される

極低温 超伝導等の先端的技
つくばキャンパス

極低温・超伝導等の先端的技

機械的な物づくり、装置を動かす

学センター学 タ
ence Center

長期的展望に立った技術開発、国際協力を積極的に行いつつ、基礎科学、先端技術開発、次世
代を担う人材の育成拠点としての役割を果たしています。

◆ 勤務環境と業務

今回採用させ ただく方は 当面 キ リ 形成とし 東海キ パ に れから設今回採用させていただく方は、当面 キャリア形成としてKEK東海キャンパスにて、これから設
置を予定しているヘリウム液化装置のシステム構築・建設を赴任後のトレーニング課題（OJT）
として取り組んでいただきます。建設後は、その運転、継続的な改善に取り組んでいただくと同
時に 教員とのチームワークにより 積極的に機器開発等に貢献して頂くことを期待しています時に、教員とのチ ムワ クにより、積極的に機器開発等に貢献して頂くことを期待しています。
従事して頂く業務では、開発ツールによる超伝導磁石開発支援だけでなく、最先端の極低温機
器の設計やそれらの制御プログラムの開発を通じて技術者としてのキャリアを積み上げていた
だきます。また、業務を行う上で、『高圧ガス製造保安責任者免状』が必要となりますが、採用
後に取得していただきます。

東海キャンパス J-PARC ニュートリノビームライン用低温設備と制御室の様子
右端は 職員が開発した リウム液化機 制御画面

◆ 技術職員による最近の成果・貢献

ヘリウム冷凍設備は冷凍負荷にたいして充分な余裕を持って設計されます 通常

右端は、職員が開発したヘリウム液化機の制御画面

ヘリウム冷凍設備は冷凍負荷にたいして充分な余裕を持って設計されます。 通常、
余剰となった寒剤は 液面制御ヒーターによって消費され、長時間運転される設備では
相当なロスとなります。J-PARCニュートリノ超伝導ビームライン用冷凍機では、圧縮機

動力を効率的に制御するシーケンスプログラムを新たに開発し、安全に冷凍能力を調
節することにしました。このことによって、30％の節電を実現するとともに、炭酸ガス排
出量で一ケ月当たり 68㌧の削減に成功、高く評価されています。

◆ 先輩職員の言葉

『東海キャンパス（J-PARC）で、ミュオングループやハドロング

プループへの液体ヘリウムの供給・、回収をしています。希少ガス
であるヘリウムの管理および高圧ガス保安法に沿って、機器の
保守に努めています。圧力は15MPa（150気圧）という高い圧力

のため 気密などは特に気を遣います 機構における先端科学のため、気密などは特に気を遣います。機構における先端科学
実験の基礎を支えていることに誇りを持って仕事に取り組んで
います。』

る方へのメッセージ ◆ ◆ ◆

技術開発に携わることに興味があり
東海キャンパス

技術開発に携わることに興味があり、

すことが好きな方を求めます。


